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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本の大衆音楽史をアジア／太平洋地域との関連において捉え直すこと
を目指した。特に、「シティポップ」「ディスコ」「アニメソング（アニソン）」という３つのジャンルのトラ
ンスナショナルな生産と受容の文脈に注目し、日英両言語での口頭発表および論文執筆を行った。東アジアの
「反日」現象に関する理論的著作の翻訳に加わり、帝国日本と占領期、冷戦期を連続したものとして考える視点
を獲得した。1920年代から60年代頃までの大阪の音楽文化を、近隣地域との関係も含めて貫戦史的に捉える研究
に着手した。
　COVID19直前の2019年度に目覚ましく発展した国際的研究ネットワークを維持するよう努めた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to reinterpret the history of Japanese popular music in the 
context of the Asia-Pacific region. Fousing on the transnational production and reception of three 
genres;City Pop, Disco, and Anime Songs (Anison);presentations and papers were delivered and 
authored in both Japanese and English.
Furthermore, participation in the translation of theoretical work on anti-Japanese sentiment in East
 Asia led to adopting a perspective that connects Imperial Japan, the occupation period, and the 
Cold War. Additionally, research was initiated on the musical culture of Osaka from the 1920s to the
 1960s, analyzing its interactions with neighboring regions within a transwar framework.
Efforts were also made to sustain the international research network that had flourished during the 
2019 academic year, just prior to the onset of COVID-19.

研究分野：音楽学

キーワード： 東アジア　環太平洋　大衆音楽　シティ・ポップ　ディスコ　アニメソング（アニソン）　大阪　ちん
どん屋

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
一国史的な歴史記述や、英語圏の「洋楽」（とりわけアメリカ）の影響を特権視する見方を乗り越え、近隣地域
との相互関係の中で、人々の日常的な営みとしての音楽の歴史的展開を学術的に検討することで、非西洋地域の
近代化という大きな文脈の中で、日本の大衆音楽士を位置づけ、他地域の経験と相関的に研究するための視点が
獲得される。
　具体的には、「西洋近代音楽」の影響の有無と開国以前／以後を恣意的に重ね合わせる傾向が強固であった日
本音楽史記述や、戦前／戦後の分断を前提とし、占領期の米軍キャンプを象徴的な起源とするポピュラー音楽史
記述を、より包摂的で多様性に開かれた過程として書きかえることが可能となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
本研究は、これまで研究代表者が関わってきた１・近代日本音楽史研究、２・「貫戦期」的視
点からの日本文化史研究、３・主に英語を共通言語とするポピュラー音楽研究における英語圏以
外の地域への関心、４・2000 年代以降萌芽的に形成されつつあるインターアジア・ポピュラー
音楽研究、という 4つの学術領域が交差する地点において着想された。日本の大衆音楽史は、ア
ジア／太平洋地域の近代化の過程のなかにどのように位置づけられるのか、というのが根本的
な問題関心である。 
着想の背景となる具体的な音楽的現象としては、近年における「シティポップ」と呼ばれる

1970 年代後半から 80 年代の日本製ポップ音楽の世界的流行があった。なかでも、欧米圏とア
ジア圏では、その意味づけやローカルな文脈での実践のあり方に差異があることに関心を持っ
た。 
また、代表者がこれまで行ってきた「演歌」の研究を国際的に発信してゆくなかで、韓国や台
湾など旧植民地を中心に、しかしそれにはとどまらない範囲で日本の大衆音楽がアジア圏で広
く受容されていることを改めて確認し、各地の研究者との研究ネットワークを構築する必要性
を強く感じた。 
  
 
２．研究の目的 
概ね１９２０年代から現代までの日本の大衆音楽史を、太平洋圏という観点から、特にアジア
諸地域内部の相互関連に注目して再検討する。そのことによって、従来もっぱら「洋楽」の受容
という観点から語られてきた日本の近代音楽史（必ずしも大衆音楽に限定されない）を相対化し、
近隣諸国・諸地域との比較が可能となるような歴史記述を行うための諸前提を探求する。 
さらに、通念的な日本の大衆音楽史において暗黙の前提とされてきた「戦前／戦後」といった
時期区分や、「演歌・歌謡曲／ポップ・ロック」といったジャンル区分自体の限界を指摘し、批
判的に乗り越え、日本の大衆音楽史記述を包括的に捉える視点の獲得を目指す。 
具体的には、１・1920年代以降の日本製流行歌（1970年代以降「演歌」と呼ばれるようにな
るもの）が、戦後アジア圏でどのように受容されたのか、その過程で、帝国日本の記憶はどの程
度残存しあるいは消去されたのか、２・「シティポップ」という語で近年注目される 1970－80年
代の日本の音楽について、当時における生産と受容の文脈と、現代における受容の文脈の間には
どのような差異があり、また現代における文脈は異なる地域でどのような差異と共通性を持つ
のか、を探求する。 
さらに、時代的にも地理的にも広い範囲を扱うため、共同研究を視野に入れた研究者ネットワ
ークの構築も重要な目的のひとつとなる。 

 
 
３．研究の方法 
文献・録音・映像などの分析に基づく資料的研究と、フィールド調査及びインタビューによる
経験的な研究を複合的に用いて研究を進めた。 
レコード、ラジオ、トーキー映画、テレビといった複製技術に依拠する大衆音楽スタイルの形
成と変容過程を、圏域内での「西洋」経験の同時性・近似性と、日本が（20世紀前半は「帝国」
として、後半は「経済大国」として）比較的長期間にわたって他地域に一定の影響を及ぼしてき
た経緯の双方に留意しながら検討した。単に「日本の」音楽の拡散の過程として考えるのではな
く、それぞれの場所の具体的な文脈の中でどのように意味づけられ、それぞれの場所の既存の文
脈とどのように関係づけられるのか、にも注目した。 

 
 
４．研究成果 
 論文 5件（うち査読有り 1件）、学会発表 25 件（うち国際学会 17 件、英語によるもの 8件）、
図書 13 件（うち単著１件、翻訳１件、共訳１件、英語によるチャプター1件）を得た。 
 本課題の基本的な問題関心については、論文集『ポップ・ミュージックを語る 10 の視点』の
担当章で概略的に明らかにした。また、2022 年の国際ポピュラー音楽学会大会において、アジ
ア各国のポピュラー音楽研究者によるラウンドテーブル”Made in Asia”に参加し、英語圏の
ポップ音楽の影響をひとまず共通の経験としつつ、相異なる政治的・文化的背景のもとで、それ
ぞれ独自の形成過程をもつアジア各地域の音楽シーンについて、相関的な視点で研究し、その知
見を共有することの重要性を確認した。 
 「演歌」については、フランス、韓国、台湾で研究発表を行った。とりわけ、韓国と台湾にお
ける大衆音楽史研究の第一人者であるチャン・ユジョン教授（韓国・檀国大学校）、陳培豊教授
（台湾・中央研究員）と交流を深めることができた。陳教授による、日本の影響下に発展した台



湾語歌謡の先駆的な通史『歌唱台湾』の日本語版刊行に際しても意見交換を行っている。これら
の知見を取り入れた研究成果は、目下、新潮社ウェブマガジン「考える人」に「北島三郎論」を
連載中であり、近日中に単著としてまとめる予定である。 
 「シティポップ」については、1970－80 年代の日本における形成過程において、ディスコと
いう場での受容と、そこでの音楽スタイルの影響が重要であることを発見した。その背景として、
日本の音楽市場の拡大を背景に、アメリカとヨーロッパの音楽産業との関係が深まるなかで、欧 
米市場での成功を直接的に目指したレコード制作が始まり、それが現在「シティポップ」と呼ば
れる音楽スタイルの形成において極めて重要な役割を果たしたことを明らかにした。この成果
は、日本語の論文集『音楽の未明からの思考』『音と耳から考える』『シティポップ文化論』で発
表すると同時に、世界各地のディスコ文化の国際比較を行う論文集 Global Dance Cultures in 
the 1970s and 1980s:Disco Heterotopia にも寄稿した。また、現代のアジア圏で、クラブにお
けるダンス音楽の文脈で、DJ として日本の 1970－80 年代の音楽を先駆的に紹介してきた岸野雄
一氏とも親交を深め、意見を交換した。 
 当初想定していなかったが、日本の音楽のトランスナショナルな展開を考えるうえで不可欠
な研究対象として、TV アニメ主題歌（「アニソン」）についても研究を進めた。初期の、アメリカ
の影響を強く受けた、子供向けの教育的・啓蒙的な音楽スタイルから、1960 年代後半以降の主
流的な大衆音楽界の変化とも呼応して、徐々に「日本的」な意匠を取り入れるようになり、さら
に、民族音楽学者・小泉文夫が提唱した、日本の「固有」の音階としての「二六抜き短音階」を
意図的に用いた作曲家・渡辺宙明の作風が、アニメ及び特撮作品の音楽の一つの典型として定着
し、やがて世界的に受容されるに至る過程を明らかにした。日本語での口頭発表と論文の刊行を
経て、英語ブックチャプターとして 2024 年 7 月刊行予定の The Palgrave Handbook of Music 
and Sound in Japanese Animation に収録される予定である。 
 理論的な研究としては、第二次世界大戦後および冷戦後の東アジア各地における反日現象を
映画や文学をはじめとする文化表象の分析を通じて広汎に扱うレオ・チン『反日』の翻訳チーム
に参加し、ここでの議論を元に、2022 年の日本ポピュラー音楽学会大会でラウンドテーブルを
開催し、コーディネーターを務めた。 
 さらに、日本出身でアメリカを拠点とする民族音楽学とサウンド・スタディーズの研究者、阿
部万里江による、ちんどん屋に関するモノグラフを翻訳し、日本の近代化の過程において、矛盾
を含む形で成立した「音の商売」であるちんどん屋についての知見を深めた。と同時に、音が実
際に鳴り響く場所、とりわけ都市の空間についての関心を深め、大阪という都市の雑種的・越境
的な性格に注目した研究を開始した。 
 当初予定していた 4年の研究期間のうち、3年間は COVID19 の影響をうけ、研究期間を 1年延
長したものの、当初予定していた海外調査やネットワーキングは必ずしも十分に行えなかった。
ただし、オンラインでの国際学会発表が一般化したことで、研究成果のアウトプットは十分な量
を行えたと自負している。 
 これらの研究成果に基づいて、2023 年度から基盤研究（C）「近代日本ヴァナキュラー音楽史
の構想；上演の場の連続性と越境性に注目して」を開始し、2つの研究課題をまたぐものとして
単著『昭和ブギウギ』を刊行した。 
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